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今回の内容 生 活科ワークブックの活用によるポー トフォリオ

1  趣 旨

( 1 )生 活科ワークブックの特質を生か して

生活科 ワー クブ ックは ) 学 びの生活科 を構築す るた めの 「振 り返 り学習」 において , 様 々な

効 果的利 用がで きる i ま ず ) 「知白夕 貸気付 きのた めの ヒン ト」と して , 事 象 を よ りj l ‐確 に観察 し

よ うとす る場面 にお いては , 認知的撹 舌L を起 こす 手立 て とな る. 何気 / A N く見ていた野菜 の花は ,

どん なつ き 方を して い るのだ ろ うか とい う生活 科 ワー クブ ックの絵 を ヒン トに , t ) う
一 度体

験 ・表現活動 を行 うこ とに よつて , l L 確 な知識が得 られ る. 「こ うだ った のか、」「もつ とよく見

てみ よ う. 」とい う声 が聞かれ る よ うにな り気付 きの深 ま りが 見 られ る、また 「学 び方の ヒン ト」

と して単元 の流れ を慨観 して , 児 童 自身 が 見通 しを持 った学習がで きる、表現物 の作 り方 , ま

とめ方な ど個性 を大切 に しなが ら, 選 択 の場 が あ る。 さらに, 「地域 にはない教材 」を問接 的 に

写真や 図な どで見 る こ とに よ り,  自分 の住 ん でい る地域 との比較や , 興 味 の広が りも期待で き

る. ま た , 教 師 に とつては 「どん な材 料 で ,  どん な環境構成 を」 と考 える ときに多 くの祝 点 を

見つ ける こ とがで きる、 この よ うな化活科 ワー クブ ックの特 質 を生か t ンて 「学 びの | に活科」 を

目指 したい。

( 2 ) 生活科ワークブックをポー トフォリオとして

① 観察 ・体験の記録カードを生かして

野菜のイと長を観察 ・記録 しよ うとす ると,児 童は企体を捉えよ うとして,大 きさや数に

目が向くことが多い。 しか し,観 察の祝点を絞 り 「今 日は花を見よ う」 とポイ ン トをはつ

き りさせ ることで花の形,つ き方,表 面の様子な ど細部 まで観察 し,正 確に表現す ること

ができる.花 の観察の体験が次の葉や実の観察に生か され ,記 録 カー ドが集積 され る、集

積 された記録 をもう
一
度見直す ことによつて ,野 菜の生長の全体像が見えて くる。また,

細かい祝点で見た他の野菜 との比較 も しやすい。

② 地域との協働を生かして

地域 との協働のきっかけ となる視点が,生 活科 ワー クブ ックに示 されている。そねフをも

とに地域の人たちとの交流が広が り,深 まった,野 菜 を通 してのかかわ りだけでな く,  日

常生活の中で感 じた地域の人への思いや ,地 域の人か ら学んだことな どを,記 録 してい く

ことによつて,地 域 に対す る愛着がわいて くる。 また,教 師が地域 に足を運んで学んだこ

とを児童に伝 えた り,児 童の思いや願いをかなえるために地域 とのパイプ役 になった りす

ることも協働の活動 を進めるために大切である。

③ ポートフォリオ評価として

生活科 ワー クブ ックをもとに集積 されたポー トフォ リオか ら 「野菜絵本」を作ったЭ児

童は,い かに 自分の野菜 とかかわったか,気 付 きは深まったかな ど,完 成 した表現物 を見

て 自己評価ができる。 また,友 だち同士 ,よ さを見つけた り,家 庭 に持 ち帰つて保護者 に

見て もらうことによ り,学 校での活動 を理解 した り,協 力 してもらった りす るきつかけに

なる。教師 も,児 童 の学びを振 り返 り,教 師 自身の 自己評価ができ,次 の活動 に役 立てる

ことができる。地域 に対 して発信 し,外 部評価 をもらうことも可能である。
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2ワ ークブックを生かしたポートフォリオ
(1)生活科ワークブックの使い方
①学び方のヒント

野菜の生長の過程をどのように記録し,表現物(野菜
絵本)にまとめていくか,学習の見通しを持つためにワー

クブックp9を活用したぅ野菜の大きさを紙テ
ープで測っ

て記録したり,他の野菜 と比べたりして, 自分の野菜の

伸びを知ることで生長の様子について学ぶことがきた〕

くワークブックp9〉
ふ 瓦 孔 岳 京ヽ 石た碗 きヽい

(連 1弱
‐
‐

(野菜の長さを紙テープで測

野菜絵本に貼ったもの )

②知的な気付きのヒント

野菜によつて世話の仕方や生育が異なるが,ワーク

を活用することで育ち方の特徴に気付くきっかけとな

るぅ本実践では,授業の導入でワークp8を活用したク

イズをして実のつき方を予想し,生長を期待することが

処 寸 子 痢 ヽ
ヴ

花から実ができることを予想する児童が多く,へた(が

く)への関心も強かつた。ミニトマトの実が大きくなってくる

と,がくは上へそりかえつてくることを発見した児童もい

た。
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その具体例

(2)観察口体験の記録【カードを生かして】
①視点をしばつた観察
ヮークブックpllでは,観祭部を切り取って貼るなど視

点を絞つて観察できるようになっている。ワークをモ)とに,
自分の野菜の観察したいところを決め,葉,花 ,実やまき
ひげなどそれぞれの野菜で観察する祝″点を選び観祭で

きるワークシートを作成した)

?です―J

においが手につい

ていましたら

花の中に黄
色いものが

あったよ.

?の ことは, とん

がっているとこの

中にこながはいっ

ていましたら

毎日見ているがいざクイズにされると答えられない。

あれっと思って考えることで,詳 しく観察することがで

きたの
(クイズ例) 花の中はからっぽかな。

花びらの形はどれかなの

お花のつき方はどれかな。

ワークブックを参考にして絵のカードと文のカードを分

け,項 目ごとにカードを書き,それを自分なりのレイアウ

卜で野菜絵本にまとめていった。i

見る角度でカードを変え

たから切ってはろう。

がワークシートに記録してきた発見を聞いて,下の方の

茎が太いことや,花がすべて下向きについていることな

ど,気付きを深めることができた。

花の予夕は星みたい

な形ですし

?と思ったことは花が下に

むいていることです十)

観察項目
(一年生のときから)

①色
(二年生になつて加わったもの)
⑦兄る角度
)① 自分の予想②形 (～に,にている。

③触った感じ

①思ったこと

⑤発見したこと
D?と 思ったこと
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。



(3)地域の人たちとの協1動を生かして

①地域の野菜名人との交流
ワークブックのP7を活用して,地域の人の畑を見学し
た。事前に,育 てやすい野菜と,畑 に植えてある野菜とに

ついて話をしていただくよう依頼しておくことで焦点を絞った

学習ができた。

■晋|'電まと雑…⑤

(ワークブックP.7〉

②野菜を通しての交流

く活用後〉

野菜づくりを通した交流の回数を重ね,3回 目の施肥ごろ

からは,児 童から進んで質問ができるようになった。地域の

人も,一 つ一つの質問に丁寧に答えてくれ,親 密な交流が

見られた。秋の野菜祭りの交流では,招 待した地域の人に

対して敬う言動をとることができた。世話になった地域の人

たちに児童が育てた夏野菜のお裾分けをしたり,地 域の人
の収穫した冬野菜をお返しにもらったりして,一 年を通した

交流を続けることができた。

お礼の手紙とともに,完 成した野菜絵本を見てもらった。

野菜づくりを通して,児 童と交流してきた感想をもらい,内

容を教師を通じて児童に伝えた。児童は,協 働者から外部

評価をもらうことで, これを加え,ポ
ートフォリオを充実させ

ることができた。そして,その言葉から野菜づくりをやり遂
げた達成感を再び味わうことができた。

〔地域の協働者の感想より〕
,よくあいさつしてくれるようになった。野菜のこと

や,私 の体調を気遣った声かけをしてくれる。
'最近では,年 中野菜が出回り季節感がなくなってき

た。野菜を育てることで,子 どもたちが自然に季節に

採れる野菜に興味を持ってほしい。
。子どもたちに教えるため, 自分も本を読むなどして

さらに勉強した。子どもたちの発見は,大 人にはない

ような視点で感心した。

(4)ポートフォリオ評価
単元を通して学んできたことを各自がポ

ートフォリオにまとめ

直した。その際, これまでの自分の野菜の世話の状況や授業
で書いた観察カードを振り返りながら作っていった。

その後, 自分の育てた野菜に宛てて手紙を書くことで,自 己

評価の入った手紙がポートフォリオに加わった。
このポートフォリオを交換して友だち同士で読み合い,相 互

評価をカードに書いたところ,友 達の世話の様子を思い出し

たり,観 察カードの中から発見したことについて,よ さを認め

合うことができた。
また,家 庭に持ち帰って家の人からも家庭での世話の様子

やポートフォリオの内容について評価してもらい,児 童の励み
になるとともに,教 師の評価の参考になった。教師からは,
一人一人のポートフォリオについて,が んばったところや気付

きのすばらしいところを認めるコメントを書き込むことで,教 師
の自己評価にもなった。

廿

ャ

おいしく育ってく

れてありがとう。

なすびほきらい

だったけれど,ぜ っ

たい食べるからね。

マメは,40日 でできるなんて,初 め

て知ったよ。
キュウリのはっぱとスイカのはっぱ

がにているのは,大 発見だね。

家庭からの評価

友達の野菜と比べて

思ったことを書いた

り,予 想しながら観察
したりできていて, す
ごいなと思いました。
よく頑張りましたね。

草抜きや水やりな
ど毎日お世話と観察
をよく頑張りました

ね。お母さんにも喜
んでもらえてうれし
かったね。
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3生 活科ワークブックの活用上の工夫点
(1)ワークブックをもとにした学級の表現物

各野菜の花の咲く時期を比べること

ができる花カレンダーを作成すること

で,野 菜によって花の咲く時期 とその

特徴が異なることを捉えられるように

した。

(2)ワ ークブックをもとにしたポートフォリオと野菜絵本

生活科ワークブックをもとに集積 されたポー トフォ

リオから 「野菜絵本」を作った。今まで自分たちがし

てきた野菜の世話の流れが
一 日で分かるように,そ れ

ぞれのページをじゃばらにして絵本を仕上げた。

児童は,完 成 した表現物を見て自己評価することが

でき,ま た,友 だち同士よさを認め合い,相 互評価す

ることもできたっ家庭に持ち帰 り,学 校での活動を理

解 していただき,協 力していただくきっかけにもなっ

た。教師 1)児童の学びを振 り返 り,教 師 自身の自己評

価ができ,次 の活動に役立てることができたっ

(3)ワ ークブックを作り変える
(1とP),モ
:,ls::::官ど

〕RE;'L St 七4(1「|すわょ,,ぉ市t
④ Sost宅っ・1生活科ワークブックは,ポ イン トを置いた

学習ができ,様 々な学び方ができるように【)

なつている。そこで,児 童の意識の流れに沿

うように扱 う順番を変えた り,内 容に手を加

えた りして,使 い方の工夫ができるのではな
いかと考えたっ地域の実態から学校独 自のワ
ークシー トや 日常観察カー ドと組み合わせて

使 うことにより,児 童が表現 しやすいものと

なり,本 単元においては科学的認識をより高

め,学 び方や学びの視点についてのヒン トに

なることが多くあった

i覇
…千五…

l       Tレ ィテ"Fsく

ix算乳
韓っぅボテ[til:i:~
え人にたTわょぅ1

晶ユ聾軍弥鑑
|

(ワークブックp13
ワークブックの P13

を参考に, ミニ トマ ト
の実のつきかたを観祭
した。事前に絵クイズ

をすることで,予 想を
しながら観察すること
ができた。

野菜ごとに違 うSO Sを 見つけ,仲 間分けを板書す

ることで,虫 に食われている野菜や,つ るが伸びて

いる野菜が全体 として捉えるようにした。

(4)ワ ークブックをもとにした情報発信

生活科ワークブックもとにしたポー トフォ リオや野菜絵本を振 り返 り,こ れまでに学んできた中で自分が
一

番発表 したいことを選び,保 護者や地域の人に見ていただく発表会を行つた。その準備の段階で児童から生活

科ワークブックを生か した台詞がでてきた。また,こ のような発表会をもつことで,地 域の方から評価をいた

だき次の活動に生かすことができた。

4 参考図書
かいかたずかん(4)や さいのうえかたそだてかた 岩 崎書店
やさいのずかん(絵本図鑑シリーズ)      岩 崎書店

葉に人が開いてい

る野菜が多いなっも

くさくえきをかける
といいのにすf ぅ

【執筆にかかわつた人】
指導 竹田 具治(造田小)

筒井 節子(小日小)
三木 省二(栗林小)

実践 中村 聖子(中央小)
協力 久利 知光(附高小)

協力 部

野

安

水
森

静代(松尾小)
肇子 (中央小)
明子(津田小)

茉島 良恵 (白鳥小)

吉田 奈穂美 (本町小)

栗尾 )原子 (志度小)
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